
法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析

華
厳
十
地
に
お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
比
較
対
照
（
関
係
図
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
　
　
藤
　
　
瑞

　

第
一
節
問
題
の
所
在

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
す
べ
て
の
科
学
に
普
遍
的
に
妥
当
す
る
方
法
は
な
く
、

個
別
の
科
学
は
そ
の
対
象
に
応
じ
て
そ
れ
自
体
に
固
有
の
方
法
を
活
用
す
る
べ

き
で
あ
る
」
と
言
明
し
て
い
己

　
J
’
M
’
ボ
ヘ
ン
ス
キ
－
［
t
E
　
W
a
g
e
　
z
t
｛
m
　
t
｝
h
i
l
e
t
　
o
P
h
i
s
c
h
e
n
　
D
e
n
i
c
（
、
l
s
と
い

う
小
著
で
、
「
し
か
ら
ば
哲
学
は
他
の
諸
科
学
と
ど
の
よ
う
な
点
で
区
別
さ
れ
る

の

か
U
と
も
あ
れ
哲
学
は
認
識
の
多
く
の
方
法
の
い
ず
れ
を
も
使
用
で
き
る
と

い
う
点
、
す
な
わ
ち
そ
の
方
法
（
ζ
Φ
3
0
α
）
に
お
い
て
区
別
さ
れ
よ
う
／
’
｝
ま

た
哲
学
は
あ
る
対
象
を
考
察
す
る
場
合
に
他
の
諸
科
学
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
に

問
わ
れ
る
こ
と
な
く
前
提
と
し
て
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
問
い
、
そ
の
限
界
の
、

根
本
的
様
相
の
立
場
か
ら
観
察
し
、
対
象
の
根
抵
へ
と
深
く
進
む
と
い
う
点
、

す
な
わ
ち
観
－
2
　
（
G
e
s
i
c
h
t
s
p
u
n
k
t
）
に
お
い
て
区
別
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て

い

墾
　
仏
教
古
典
学
の
基
本
と
な
る
観
点
と
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
法
華
菩
薩

　
　
　
　
　
　
法
華
経
の
一
乗
田
い
想
二
一
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
一
伊
藤
　

叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
コ
　

道
の
基
礎
的
研
究
』
の
序
に
私
見
を
提
示
し
た
所
で
あ
る
、
よ
っ
て
省
略
す
る
．
．

参
照
さ
れ
た
い
、

　
本
論

は
、
大
乗
経
典
の
内
容
研
究
の
（
観
点
と
）
分
析
方
法
に
関
す
る
試
論

で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
思
想
の
内
容
の
構
造
と
機
能
を
可
能
な
限
り
全
的
か
つ

合
日
的
的
に
解
析
し
て
明
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
，
よ
っ
て
、
内
容
の
詳

細
に

は
及
ぼ
な
い
．

　
す

な
わ
ち
、
考
察
の
次
第
と
結
論
は
、
『
増
補
　
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ト
ザ

究
』
（
平
成
二
十
五
年
　
国
書
刊
行
会
）
の
本
論
第
五
章
第
二
節
、
　
法
華
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ダ
ザ

道
の
基
礎
的
研
究
』
の
第
四
篇
第
一
章
に
よ
る
往
見
さ
れ
た
い

　
第
二
節
　
分
析
の
方
法

　
『
摩
詞
止
観
』
に
は
、
十
乗
観
法
の
対
象
と
し
て
十
種
の
観
境
、
す
な
わ
ち
十

境
が
説
示
さ
れ
る
．
そ
の
第
九
が
二
乗
境
で
あ
り
、
第
十
が
菩
薩
境
で
あ
っ
て
、

い
わ

ゆ

る
一
乗
思
想
三
乗
説
を
観
境
と
す
る
．

　

な
お
シ
ナ
仏
教
に
お
い
て
、
三
論
の
嘉
祥
や
唯
識
法
相
の
慈
恩
の
如
き
三
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1



己
準
之
化
研
究
⌒
S
S
四
L
c
：
竺

（
⊥
二
乗
）
家
と
天
台
の
智
韻
・
華
厳
の
法
蔵
の
如
き
四
車
（
1
1
四
乗
）
家
と

が
、
菩
薩
乗
（
‖
牛
車
）
と
一
仏
乗
（
日
大
白
牛
車
）
と
の
同
別
を
論
じ
て
対

立
す
る
の
も
、
こ
の
一
乗
思
想
三
乗
説
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
、

　
日
本
仏
教
に
お
い
て
も
、
最
澄
と
徳
一
（
一
得
＝
と
の
一
一
一
一
権
実
論
争
が

あ
っ
て
、
一
乗
思
想
三
乗
説
を
論
題
と
す
る

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

こ
こ
で
一
乗
思
想
三
乗
説
と
称
す
る
の
は
、
一
乗
の
教
説
が
＝
，
乗
の
教
説
を

前
提
と
し
て
成
立
し
、
三
乗
の
教
説
を
意
義
あ
ら
し
め
て
、
そ
れ
と
の
関
係
に

お
い
て
思
想
と
し
て
完
成
し
た
、
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る

　

と
も
に
、
円
教
と
さ
れ
る
別
教
一
乗
の
華
厳
経
と
同
教
一
乗
の
法
華
経
と
の

一
乗
思
想
三
乗
説
に
つ
い
て
は
、
已
に
『
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
第
七

章
第
四
節
二
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
第
四
篇
第
一
章
に
お
い
て
比
較
研

究

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
同
異
は
多
少
な
り
と
も
明
証
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で

あ
る
、
と
思
う

　

し
か
し
、
今
に
し
て
思
う
に
不
充
分
で
あ
る
．
対
象
を
t
w
X
l
　
（
S
c
h
a
u
e
n
）

し
理
解
丁
各
要
素
を
見
分
け
区
別
）
し
、
解
釈
（
〉
⊆
ン
・
τ
民
∈
養
）
し
て
、
そ

の

部

分
に
従
っ
て
記
述
す
る
文
上
の
形
状
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で

あ
る

　

す
な
わ
ち
、
思
想
内
容
に
対
す
る
構
造
分
析
に
よ
る
論
理
的
構
造
の
明
証
と

機
能
分
析
に
よ
る
理
念
的
意
趣
の
追
究
に
欠
く
る
と
こ
ろ
あ
り
、
と
反
省
す
る

か

ら
で
も
あ
る

　

よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
二
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
の
各
内
容
構
造
を
判
明

（Cii

S
t
i
1
！
C
t
）
な
ら
し
め
、
両
概
念
⌒
〔
へ
三
2
三
　
概
人
，
心
作
川
〔
o
n
e
e
p
t
i
o
n
）
　
g
相

違
点
を
明
晰
（
〔
一
伐
ぼ
）
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
結
論
よ
り
転

じ
て
、
再
考
を
加
え
て
、
両
者
の
内
容
概
念
の
構
造
関
係
（
1
1
構
造
機
能
分
析
）

を
図
式
化
し
て
明
．
が
し
た
い
、
と
思
う

　
こ
と
に
構
文
論
的
（
°
・
之
一
三
二
（
二
゜
・
（
、
三
と
語
用
論
的
一
［
）
三
た
三
（
三
∫
〔
三
と
意

味
論
的
～
め
己
〔
三
ζ
三
と
の
諸
関
係
に
分
析
し
て
、
成
語
・
概
念
の
諸
関
係

を
構
造
・
機
能
の
全
体
と
し
て
総
合
す
る
方
法
を
試
行
す
る

　
こ
こ
で
、
構
造
機
能
分
析
（
⑮
り
雫
⊂
○
ε
「
①
1
－
F
u
n
c
t
i
o
n
a
l
－
A
n
a
l
y
s
i
s
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
マ

う
の
は
、
ハ
ー
ソ
ン
ズ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
で
い
う
そ
れ
を
仏
教
古
典
学
に
適

用
し
て
の
こ
と
で
あ
る

　
す

な
わ
ち
、
思
想
内
容
の
論
理
的
構
造
、
そ
れ
の
機
能
と
し
て
の
理
念
的
意

趣
を
把
握
す
る
こ
A
l
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
に
合
日
的
的
で
あ
る
よ
う
に
分
析

す
る
こ
と
で
あ
る

　
別
三
口
す
る
と
、
形
状
分
析
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
構
造
分
析
に
よ
っ
て
論

理
的
構
造
を
明
証
（
u
理
解
）
し
、
機
能
分
析
に
よ
っ
て
理
念
的
意
趣
を
追
究

二
洞
察
）
す
る
の
で
あ
る

　
一
点
（
に
b
集
中
（
し
て
）
豪
華
（
に
資
料
を
提
．
小
す
る
）
ド
義
に
よ
る
、

網
状
戸
に
）
増
加
（
せ
し
め
て
）
認
識
〔
し
て
事
足
れ
り
と
す
る
）
傾
向
を
転

じ
て
、
構
造
・
機
能
一
の
諸
）
関
係
〔
を
）
分
析
⌒
す
る
こ
レ
こ
に
よ
る
、
全

体
（
を
）
総
合
⌒
し
て
い
る
）
シ
ス
テ
ム
（
を
〉
理
解
（
す
る
こ
と
）
を
試
行

し
た
い
、
と
田
ば
つ



　
す

な
わ
ち
、
収
集
・
分
類
・
認
識
・
熟
知
よ
り
観
照
・
分
析
・
理
解
・
洞
察

へ
と
向
か
う
、
の
で
あ
る
．

　
か

く
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
一
乗
思
想
二
．
乗
説
の
構
造
を
分
析
し
総
合
し
批

評
す
る
規
準
な
い
し
補
助
線
と
な
る
媒
介
的
概
念
と
し
て
、
世
親
の
『
十
地
経

論
」
S
ミ
ベ
ー
ミ
ミ
ミ
、
ぎ
－
x
三
ミ
・
ミ
ミ
ミ
）
の
所
見
に
よ
り
、
縁
起
の
順
逆
両
観
、

す
な
わ
ち
苦
の
f
l
H
ヘ
－
X
J
向
f
t
，
O
順
g
m
　
〈
a
n
u
l
o
m
a
－
p
r
a
t
y
a
v
e
k
＄
a
i
）
a
　
1
切
相
智

分

別
観
1
1
一
切
の
行
相
に
関
す
る
観
察
二
苦
の
滅
へ
と
向
か
う
逆
観
（
肩
9
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

l
o
i
i
i
a
－
p
．
厭
離
有
為
観
1
1
有
為
を
厭
離
す
る
観
察
）
・
順
逆
和
合
観
と
も
い
う
べ

き
も
の
（
大
悲
随
順
観
1
1
悲
に
随
順
し
て
の
観
察
）
、
真
俗
二
諦
の
安
立
、
す
な

わ
ち
（
三
界
即
唯
心
に
も
対
配
さ
れ
る
）
勝
義
諦
の
｛
P
〈
b
l
　
〈
p
a
r
a
m
i
i
r
t
h
a
－
s
a
t
y
a
－

＜

さ
≦
一
⊃
・
一
言
己
第
一
義
諦
差
別
）
・
（
十
二
有
支
皆
依
一
心
に
も
対
配
さ
れ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ぶ
　

世
俗
諦
の
｛
P
〈
1
）
1
　
（
s
a
t
p
v
r
t
i
－
s
°
v
’
世
諦
差
別
）
を
’
あ
る
い
は
「
中
辺
分
別
論
』

の
l
l
l
＃
1
m
s
i
　
（
p
a
r
i
k
a
l
p
i
t
a
，
　
p
a
r
a
t
a
n
t
r
，
f
L
　
）
a
r
i
n
i
＄
p
a
n
n
a
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用

す
る

　
さ
ら
に
は
、
あ
る
い
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
，
0
　
V
e
r
n
u
n
f
t
　
（
理
性
）
・
く
①
「
ω
冨
⊃
○

　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
こ

⌒
悟
性
）
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い
う
直
観
と
分
析
、
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
ザ

い
i
o
　
E
i
n
h
e
i
t
　
（
1
）
・
V
i
e
l
h
e
i
t
　
（
多
）
、
　
S
e
i
n
　
〈
k
t
　
p
a
）
・
W
e
r
d
e
n
　
（
生
成
）

な
ど
を
も
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
．
。

　

す
な
わ
ち
、
第
三
節
の
図
式
の
晦
4
菩
薩
乗
と
一
仏
乗
、
M
5
l
乗
と
三
乗

と
の
関
係
が
、
そ
れ
で
あ
る
、

　
な
お
、
法
華
経
に
お
い
て
は
、
の
①
○
●
コ
①
「
∋
③
た
る
仏
知
見
（
｛
邸
三
5
遷
一
午

法
華
経
の
「
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
〔
伊
藤
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
し

jfi
an
a
－
d
a
r
S
a
n
a
）
と
随
宜
所
説
意
趣
⌒
⊃
ワ
↑
ξ
〔
一
言
－
ひ
言
σ
之
（
二
を
、
M
5
一
乗
と

三
乗
と
の
関
係
を
総
合
す
る
根
本
概
念
⌒
d
i
e
　
G
r
u
n
d
b
e
g
r
i
f
f
e
）
と
し
て
適
用

す
る

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

ま
た
、
機
能
を
分
析
す
る
規
準
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
形
式
論
理
学
の
抽
象
概

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

念
に
関
す
る
、
状
態
（
ζ
（
）
合
三
竺
）
・
性
質
ε
［
巨
一
｛
三
二
関
R
K
　
（
R
e
l
a
t
i
o
n
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
範
疇
）
を
も
適
用
す
る
、
悟
性
の
先
天
的
形
式
（
判
断

表
）
四
の
中
、
分
量
（
（
吉
芦
三
讐
）
を
除
く
．

　
す

な
わ
ち
、
図
式
の
M
1
1
1
．
，
M
S
　
（
と
一
乗
一
の
一
般
的
特
徴
が
、
性
質
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
相
当
す
る

　
ぬ
2
三
乗
に
相
応
す
る
衆
生
の
資
質
、
対
告
の
衆
生
の
資
質
⌒
日
機
根
）
と

説

示
の
法
門
の
内
容
（
1
1
所
説
）
が
、
関
係
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
相
当
す
る

　

そ
し
て
、
隔
3
三
乗
（
と
一
乗
）
に
お
い
て
修
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
性

質

と
関
係
を
総
合
す
る
状
態
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
相
当
す
る

　
な
お
、
法
華
経
に
お
い
て
は
、
法
華
経
に
お
け
る
ω
①
○
O
」
①
「
∋
①
の
三
．
義
、

r
d
）
t
．
｛
．
　
（
p
r
a
v
a
c
a
n
a
－
d
h
a
r
m
a
）
、
　
〈
修
）
行
法
⌒
三
パ
一
三
）
〔
三
一
－
江
ひ
）
・
証
（
得
の
〉

）
I
．
｛
．
　
（
p
r
A
p
t
i
　
o
r
　
a
d
h
i
σ
a
m
a
－
d
h
．
｝
を
分
析
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
適
川
す
る

　
か

く
し
て
、
構
造
機
能
分
析
に
よ
る
関
係
図
式
の
提
示
に
い
た
る
方
法
次
第

を
十
項
に
ま
と
め
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
．

（
1
）
対
象
文
献
を
解
読
し
意
味
論
・
語
用
論
・
構
文
論
の
関
係
よ
り
観
察
す

　
　
る

（
2
）
分
析
の
対
象
と
な
る
思
想
を
内
包
す
る
原
文
を
摘
出
す
る
一



　
　
　
　
　
法
華
之
化
研
究
戸
第
四
ー
1
1
、
2

（
3
）
原
文
に
即
し
t
J
Q
¢
〈
g
w
s
　
C
p
r
e
p
o
s
i
l
i
o
n
，
　
S
a
t
z
　
＝
1
1
1
1
口
語
に
よ
っ
て
表
示

　

さ
れ
た
判
断
、
主
辞
・
賓
辞
・
繋
辞
よ
り
な
る
）
に
分
割
す
る

（
4
）
各
命
題
中
の
概
念
の
相
互
が
反
対
（
9
巳
日
亘
〔
（
三
〔
〔
三
）
関
係
か
矛

　
ym

　
（
C
o
n
t
r
a
d
i
c
t
o
r
y
　
c
o
n
c
e
p
t
）
関
係
か
上
下
二
位
（
°
c
三
岩
〔
〔
吾
コ
葺
Φ

　
c
o
n
c
e
p
t
’
S
u
b
o
r
d
i
n
a
t
e
　
c
．
）
　
g
何
れ
か
等
を
弁
別
す
る

（
5
）
諸
命
題
を
前
提
・
条
件
・
原
因
よ
り
後
提
・
帰
結
・
結
果
へ
と
論
理
化

　

し
て
再
構
成
す
る
、

（

6
）
学
際
的
に
も
普
遍
妥
当
し
て
比
較
規
準
と
な
り
う
る
内
外
の
媒
介
概
念

　

を
適
用
し
て
分
析
す
る

（
7
）
比
較
経
典
学
の
見
地
よ
り
他
経
典
の
同
l
思
想
に
つ
い
て
も
同
様
に
分

　

析

し
て
比
較
の
対
象
と
す
る

（
8
）
両
者
を
関
係
図
式
化
し
て
比
較
対
照
す
る
．

〔
9
）
重
ね
て
分
析
し
総
合
す
る

　
　

す
な
わ
ち
、
各
々
の
命
題
に
お
け
る
根
本
概
念
（
主
辞
の
）
と
重
要
用

　

語

（賓
辞
の
〉
、
そ
の
構
造
（
繋
辞
の
）
に
お
け
る
位
置
と
機
能
と
し
て
の

　

役
割
を
確
定
す
る
，

（
m
）
図
式
化
し
て
明
示
す
る
．

第
三
節
　
華
厳
十
地
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
の
構
造
機
能
関

　
　
　
　
　
係
図
式

か

く
し
て
三
畢
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
　
一
の
「
本
論
　
華
厳
・
十
地
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

思

想
と
そ
の
展
開
、
第
五
章
　
十
地
思
想
に
お
け
る
関
連
問
題
の
研
究
、
第
二

節
　
十
地
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
」
の
所
論
（
五
九
五
　
六
一
＝
貝
）
を

　
　
ニ
　
　

再
考
し
て
、
十
地
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
を
構
成
す
る
属
性
概
念
の
構
造

機

能
を
前
述
せ
る
と
こ
ろ
の
方
法
を
も
っ
て
分
析
し
、
そ
の
関
係
図
式
を
作
成

す
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
、
．

　
　
※

　
歳
、
筆
者
は
、
何
故
に
、
か
よ
う
な
比
較
と
か
適
用
と
か
い
う
研
究

　
　
　
の

新
作
法
を
試
行
す
る
の
か

　
　
　
　

L
項
に
ま
と
め
る
と
、
左
の
如
し

　
　

z
　
西
洋
哲
学
と
の
出
会
い
は
、
私
ど
も
仏
教
研
究
者
の
思
想
上
と
方
法

　
　
　
上
の

成
熟
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
”

　
　
○
　
仏
教
古
典
学
と
西
洋
古
典
学
と
は
一
緒
に
成
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
い
の
で
は
な
い
か

　
　
F
］
［
3
　
普
遍
的
な
価
値
の
追
究
の
所
産
と
し
て
の
西
洋
哲
学
と
特
殊
的
な
価

　
　
　
値
の
追
究
の
所
産
（
人
文
宗
教
と
し
て
の
倫
理
的
理
想
主
義
国
二
】
一
（
’
三

　
　

　
I
d
e
a
l
i
s
m
）
と
し
て
の
仏
教
思
想
と
の
比
較
は
、
可
能
で
あ
り
一
理
あ

　
　
　
る
の
で
は
な
い
か
一

　
　
中
　
西
洋
哲
学
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
仏
教
古
典
へ
の
信
頼
を
強
化
す
る

　
　
　

こ
と
が
で
き
る
．

　
　
⑤
　
仏
教
古
典

の
思
想
哲
学
を
近
代
的
西
洋
的
な
思
想
哲
学
概
念
を
も
っ

　
　
　
て
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
．



㈲
　
西

洋
哲
学
に
な
じ
ん
で
い
る
今
日
の
一
般
的
知
識
層
と
し
て
の
読
者

　
に

も
仏
教
古
典
を
理
解
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
．
．

C
r
　
仏
教
古
典
思
想
の
真
実
の
理
念
と
構
造
を
近
代
的
セ
ン
ス
に
よ
る
新

　
し
い
様
態
で
表
現
（
馳
図
解
）
し
て
み
る
、

⑥
　
仏
教
の
一
知
識
人
と
し
て
の
自
分
の
思
想
意
識
を
世
界
の
思
想
の
中

　
で

確
認
し
て
み
る

⑨
　
研

究
者
と
し
て
の
自
分
の
立
場
を
世
界
の
思
潮
の
中
で
何
と
か
位
置

　
付
け
て
み
る
．

㎜
　
か
v
し
て
、
筆
者
の
仏
教
古
典
へ
の
憧
憬
（
［
（
）
コ
恒
「
（
）
「
）
は
、
仏
教

　
の
学
徒

の
領
域
か

ら
超
出
し
て
一
種
の
正
道
の
イ
ズ
ム
な
ら
ざ
る
イ
デ

　

オ
ロ
ギ
ー
に
ま
で
脱
皮
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
．

法
華
経
の
一
乗
思
想
．
二
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
一
伊
藤
一

五



〔これら十不善業道を受行するが故にl

avante（地獄・畜生・鬼世界の諸趣が施設される1

道を受行するが故に1

初めとして）

prajnayante（乃至有頂までの受生が施設される）

Sravaka－yanalp　samvartayanti　1般若の行相によって修習されるとき→声聞乗を

　　　　　　　　　　　　　　成ぜしめる｝

心によって）

v引三界を怖れる心によって・

の欠如によっで

・他よ：）pudgala－nairatmyavavada人無我の教授を聞くに随行するによって｝

するによって）

pratyekabuddha－yanam　sarnvartayantl（般若の行相によって浄化されるとき→独覚乗を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　成ぜしめる〕

a（他に導かれることなく）

ukOlatava）（自然性に随うことによって）

bodhanatava伯ら正覚を成ずることによって〕

garpataya）（他より求めることなくしてl

vikalatava〔大悲・方便の欠如1＝説法をしないこと1によって）

tyayanubodhanena（甚深なる此縁性を随覚することによっ℃

若によって浄

化されるとき・

ya

をもって〕

＞bodhisatx’a－bhUmi－pariSuddhyai

・菩薩地を浄化するために・

paramita－pariSuddhayai

破羅蜜を浄化するために

tava｛大悲を具えることによって）

1pgrhirataya・善巧方便の摂受することをもっ’O

pranidhanataya（大願に善結されることによって〕

agataya⊂切の衆生を捨てないことによっT’（・）

carya－vipulatvaya　sanユvartante

‘広大なる行を＝のために成ずる1

ladhyalalnbanataya（仏智の広大なるを観慮することによx・て）

の行相によって浄化されるとき1　　　レdaSabala　bal：ltvava‘十力者の力なるものを）

dhitatvat（一切種にて浄化されるときI　sal・va－buddha－dharma－salnudagamaya　salllvar・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1三mte　，一切の仏法を証成することを成する1

弓

鍵
1
じ

璽
f
i
l
3
｜
；



法
華
〃
、
程
の
一
乗
田
い
想
、
乗
説
に
対
す
る
構
硫
旭
機
能
．
分
析
一
伊
藤

L

No，1 三乗（と一乗）の一般的な特徴（機能分析Functional－Analysis 性質Qualitat）

一

gatayah　prajfiayante　le§arp　daganam　akugalanaip　karnユa－pathanaip　sanユadana－hetor

｛．諸趣が施設される）

Inanu§ya－yana｛人乗）

deva－yana（天乗1

　　　　　　　　　　　　　　　　niraya－tiryag－yoni－yama－loka－9壁ayψprajfi・

daSanaIp　kuSalanalp　karma－pathanam　samadal／a－hetoP十善業

　　　　　　　　　　　　　　　　manu＄y6papattim　adi　kl・tva（人への受生を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yavad　b！］旦Yagram　ity　upapattayah

Sravaka－vana（声聞

乗）

tata　uttaram（それより」り、

上に）

〔daSa　klユSalah　karnユa－

pathah十善業道は）ll

pratyekabuddha－yana

（独覚乗）

tata　uttara－taram（それよ

り、より以上に）

（daSa　kuSalah　karnia．

pathab十善業道は）　．11

prajfiakarena　paribhavyamanah一治

訪
　　．－pradeSika－cittata｝・a〔狭劣なる
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　‘

　　　－traidhatuk6（trasta－manasata＝

　　うごrnaha－karulユa－vikalataya（大悲

　　　一paratah　Sravan，i　nugamena

　　　－gho＄anugamena（音声に随行

（prajriakarepa）pariSodhitaq〕）→
3‘

　　↑
　　　　　　　　　　　　　－apara－1）rarpeyatay・

　　　　　　　　　　　　・一（svayaIpbhUty・an；

　　　　　　　　　　？　　．－svavaln　abhisanユ＝

　　　　　　　　　　　　　　〔Parato　parlmar・

　　　　　　　　　　　　　　maha－karU口6paya－

　　　　　　　　　　　　　－gambhiredampra＝

bodhisatva－vana（．菩『違

乗）

tata　uttara－taram（それよ

り、より以上に）

〔daSa　kuSalah　karnna－

pathah十善業道はり

（buddha－vana　fム乗） tata　Uτtara－taraln｛それよ

り、　よリエリ、」二1こ）

（daSa　ku6alab　karnna－

pathab十善業道は｝1

（prajnakarena｝pariSodhita〔b）（般

ぎ‘　　　　　▲

　　　　　　　　　　　　　　x’ipulapramanata・

　　　　　　　　　　　　　　｛広．大無．量なること

　　　　　　　　　　　　　一maha－karun6peta＝

　　　　　　　　　　2．－upaya．kauSalya－sa。

　　　　　　　　　　　　　．－salnbaddha－maha－

　　　　　　　　　　　　　　sarva－satvaparity＝

　　　　　　　　　　　　　　buddha－jhana－vipし1・

（pral品kare1ユa）pariSodhitah｛．般若

　3　　　　　　　　　　　　sarv’aka1’a－pariSo・

　　　　　　　　　　　　2

∫日〔ノ，，p．25，1．］7－p26，／．13 1　Sila　｛戒｝，　2　saInadhiり1三1，　3　Praユna　慧、
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t
i
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妻
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No，5　一乗と三乗との関係（構造分析Structural－Analysis

　　　　　　　　　　二言帝差Sl」etc．）

蜜）

ya

lagad　anuvicaran　sarpkleSa－

yag－margabhirUdhatvat！na

dosan　vaktavvah、　（第二地よ

（関係的・分析的・射影的な認識のレベル）

（parikalpita－svabhava

分別性・遍計所執性1

一
sa］nvrti－satva　〔　－vvavasthana　1）

　　（世俗諦の安・立）

　　　　　　　　　　　　Analvse

　　　　　　　　　　　　（分析）

法
tic’

k
化

研
究

flh・

「τン

［〕q

十
i
l
／

弓・

を遍歴するとき、雑染の諸垢

に汚されない，；．されど、とも

れない）

一＝ sarva－vana
　（諸乗）

して清浄な

havaS

　　　4

prativibhakta

｛分別）

　　　△

dhator

して清浄な

璽賀

　　　bodhisatva－

　　carya－vipula－
　　　（広大なる菩薩

　　　行〕

sarnasnta
〔、依1↑

　　　lparatantra－s．

　▼　依他性｝

samavasarana
　　　　　（摂柏

Vielheit

（多）

VVerden．

〔生成）

Versrand

（悟性）

一切の加行

　　　ゆ　　　ルや　　べ
avatl　l弔ノ＼

1’all

sair’

とき、；青i争

世間ソ）肇酷染

tこ、　’ご》しら

dhatu　：一

sarva－buddha－

dhanna－salnし1＝

dagalna　・－L1」

c戊）　　f∠、　i」：　q）　言ffl　r」文　　．

　　　　　　　　　▼

　　vad　idam＝vad　uta＝eva　　　Vernunft

　　　　　　　　　　　　（すなわち）　　哩性）

　　　　　　　　　　　　・H［jl　　　　　　　　Sein

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Einheit

　‘　　　　　　　　　　　　　　　　〔－1
　　　　　　　　　

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIユtしlitiOll

l　　　，　　　　　　喧観

　　eka－vana　　　．　　paraln　．i　rt　ha－saU’a　l－vyavasthanli）

　　　1一乗｝　　　　　排●」文、諦の安立1

　　　　　　　　　　　　　　・parlniSpalma－s．円成実性．

［直接的’直観的’イこ体的な認識のレベ）レ）

∫⊃ん．voLlO4，303a6－303b8，305b8－3n6a6
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経
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乗
思
想
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二
乗
説
に
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構
造
機
能
分
析
（
伊
藤

No．4　菩薩乗における波羅蜜乗と清浄菩薩乗（構造分析Structural－Analysis）

　　　　　　　　　　

1　S・a・・ka－ya・・（声聞剰 1－Sravaka－paramita（声聞波羅

pratyekabuddha－yana（独覚乗）－pratyekabuddha－pal’amita

＊vyavadana，

　　viSuddha．

　　pari§uddha？

＊　sarnkleSa　×　vyavadana
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　l

－一　　　　　　vi§uddhi？

maha－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

yana　畔
（大乗）

bodhisatva－

yana（菩薩

剰

＊See，　SaddlzarmαPteida・

　　rfka－s乏？tra，

　　JVT．，　p．265，1．25－　／．28．

鴇麟yana・前七地・－pra・haln・m　bhamim　upada＝

　　　　　　　　　　　bodhisatvab　paramita－yanabhiradhah　sarva－

　　　　　　　　　　　do＄an　prajanati　na　ca　tair　do＄air　liPyate　sam・

　　　　　　　　　　　ca　tavat　samatikrantah　sarva－jagad－samkleSa一

　　　　　　　　　　　　り以上は、菩薩は波羅蜜乗に乗じて一切世間

　　　　　　　　　　　を知るも、正道に乗ずる故に、それらの諸垢

　　　　　　　　　　　あれ一切世間の雑染の諸垢を超えたとは言わ

一 前六地

前七地

samklista－viSuddha　loka－dhatu（雑染に

る世界）

dvayor　Ioka－dhatvol〕saipkli＄ta－viSudd＝

L

ca　loka－dhator　ekanta－pariSuddhayaS　ca　loka

lokantarika（二つの世界の、すなわち雑染に

る世界と一向に清浄なる世界との中間界）－

pariSuddha－bodhisatva－caryA’ntarika（雑染と

間なる菩薩行）一一　　　　一

一 saptasu　bhUmiSu　sarva－prayogika－caryarp

　　vihaya　saptamya　bhtlmer（第七地において

　　の行を捨て・第し地より）一

＞a§tamlm　bodhisatva－bhClmim　avakranto　bh・

　菩薩地に趣入する）

ノ？d，，p．58、1．10－　p．59，／．3

pariSuddha　bodhisatva－　　（f受．三士也．）1［　　tada　pariSuddhaip
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　‘

vana　（？青2争三菩薩乗l

　　　　　bodhisatva－yana1／ユabhlrCldhah　sarva－jagad　anuvica二

　　　　　sarva－jagar－salpkleSa－doSan　prajanati　P．a、Ca．工air　d9・

　　　　　！ipyatC　samatikralユtatvad　loka－kl’iy：ibhyah’　〔その

　　　　　なる菩薩乗に乗じて．一切世問を遍歴するとき、一切

　　　　　の諸垢を知るも、諸の世間の作用を超えている故

　　　　　の諸垢に汚され．ない）－ekanta－pariSuddha　loka一

　　　　　向に清浄なる世ger　1］　　　　　一．一



（声聞乗）一

dha－vana

一

ana

＿－
yanam　akahk§amanas（乗を

求めながら）

（tathagata－9asane’bhiyujante

如来の教において勤修する）

traidhatukan　nirdhAvanti〔三

界を出離する｝一一．一　・　　．一

atukat　parimukta

より度脱して

mamalxra

すべては

‘

ha－varla

レザコP．．p．74，／．16－p．76，乙24．
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図
式

　
つ
い
で
、
「
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
の
「
第
四
篇
　
法
華
経
の
諸
問
題
の
研
究
、
第
一
章
　
比
較
経
典
学
よ
り
見
た
る
一
乗
（
思
想
二
．
一
乗
説
、
二
　
法
華
経

に
お
け
る
一
乗
⌒
思
想
）
三
乗
説
」
の
所
論
（
六
一
九
．
六
四
二
百
二
を
再
考
し
て
、
法
華
経
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
を
構
成
す
る
属
性
概
念
の
構
造
機
能
を
前

述

の

方
法
を
も
っ
て
分
析
し
、
そ
の
関
係
図
式
を
作
成
す
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
一

法
華
文
化
研
究
（
第
四
ー
五
口
～



No．1 三乗（と一乗）の一般的な特徴（機能分析FunctionaLAnalysis

法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
〔
伊
藤

hlna－vana（小乗）－
L二二二二二二二二二二＿　‘

atma（＝pratyatmika）一

parinirvana．hetu（自己の

般浬繋のため）一（svartha

自利）

　　　　para－gho＄a－Sravanugamana（他

一
　の音声を聴聞し随行する）2

　－　catur－arya－satyanubodha（四聖

　　　　諦を随覚する1⑥

maha－vana（大乗）7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 　　　　　　　　二ニー」

性質Qualitat）

‘

十．S・avaka－ya・・

anacaryakarn　jfianam　dama－Samatham

akahksamana（師なくして智・

調・止を求める）2

hetu－pratyayanubodha　l因縁を

随覚する）③

　　　pratyekabud＝

P　　　（独覚乗）

～　sarva－sattva－

parinirv胆a－heru（一切衆

生の般浬磐のため｝一ゆa・

rartha利他）

sarva］na－jnanam～

akahksamana〔一切智者の智を

求めて）2
bodhisattva－v。

〔、．菩薩．乗）

tathagata－jriana－vaiSarady2・

nubodha（如来の智・無畏を随

覚する）③．　　　　　一

　　一tathagato～yada　pa§yati　anekah　sattva－koOs　traidh・

L＞．～nirvrti－sukha－praptab　c　a口来は多倶低の衆生が三界

　　　　～滅度の楽を得たのを見るとき）互

（一大乗）

一 Sarva－sattvanam
　　Sarvajfia－jriana－sahagatam

　　dharmam　upa－VdrS－aya－

　　（一切衆生に一切智者の智

　　を共行する法を説示する）一

一一　prabhUto　mah2－jriana～ko§a　iti　viditva　sarve…　ete

　　pUtra　iti　jfiatva（多くの大なる智～の蔵があると知り、

　　吾が子であると知って）③

L～satt。am。　tathagata－pari。i，van，n、
I

　　maha－parinirvanena　parinirvapayati

　　（衆生を如来の般浬磐・大般繋浬繋をもっ

　　て般浬繋せしめる）　（parartha利他）

一 （svartha－parartha（自利
．Z　samadhi，3、　prajfia

ekabudd＝

（一仏乗〉

禾i」他ド1



ta－nil’Vl－tilP，

save‘ ti、　9、

が苦の終りである、と

nti　te＄am．

Ina．netrlln　’1（）

の法眼’＝教法’．．を讃

法
華
疋
化
研
究
〔
第
四
ー
！
1
号

varnaln∴1L
して説く）

〃．10－15etc．

rlna　［，行法｜ prapti－or　adhigama－dharma　〔．言正lt去〕

なすべきこと）

va疏行）

satya－salPPrayukta　dharlna

｛系する法）

1nutpada－pravrtta　dharnユa

する法〕

・k§ii〕’asrava〔漏尽1

・nirvana　ぱ呈4き）

・ jati－jara－vyadhi－lnal’ana

　～　dubkha－daurinanasy6・

　payas，i　nalp　samatikrama

（生老病死～苦・憂・悩を．超度する）

aけ」如

mita〔般．若波羅蜜）

na－paryavasana　dharina

究克とする法1

tathagata－jl迦a（口目来．智・

・Sarvajha－jhana　（＝anuttara　salnyak－salpbodhi　，

C一切．智　〔．者の　．智＝無上正等正覚”） ：
T



No．2　三乗に相応する衆生の資質（機能分析FunctionaLAnalysis 関係Relation）

yana 対告の衆生の資質（1　tit根） 説示の法門の内容（所説）

法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
〔
伊
藤

Sravaka－val／a

（声聞乗）

duhkhena　sampidita　ye　ca　sattva．

jatl－jara－khinna－mana　ajanakahf・

（およそ苦に悩まされ、生老を心中に厭

う無知なるところの諸衆生あり）

M）’T．，p．Z〃．16－17

te§aqユprakaSanti　praSan＝

duhkhasva　anto　avu　bhik；

（彼等に、比丘らよ、これ

言って寂滅浬葉を説く）

p．7．〃、18－19

pratyekabuddha－

vana（独覚乗）

udara－sthamadhigataS　ca　ye　narah，

purpyair　upetas　tatha　buddha－darSanaih

（およそ勝妙なる勢力を獲得し、見仏す

るという福徳を得たところの人々あり）

p．7，〃．20－21．

pratyeka－yanalp　ca　vada・

lsalpvarnayanto　ima　dhar・
！（彼等に独覚乗を説き、こ

歎する）

　p．7，1．22－　p8，1．1

bodhisattva－v2na

（菩薩乗）

buddha－yana

（仏乗）

ye　capl　anye　sugatasya　putra．

anUttaram　jAana　gaVe§amaOah／

vividham　krivam　kurvisu　sarva－kalarn、

（およそ無上の智を求め、常に諸種の所

作を修するところ他なる善逝の諸子あり＞

p．8．〃2－4．

teSarp　pi　bodhiya　vadanti

（彼等に菩提について讃歎

P．8，L5

No．3　三乗（と一乗）において修せられるべきもの（機能分析 状態） 1ザ7、．．Pユ6，

vana
dharma

pravacana－dharlna　（孝又1去） pratipatti－dha・

Sravaka－vana

（声聞乗）

’

nlrvana－

　paryavasana（l！／

　～　deSavati〕

　川呈繋をヲ篭寛と

する法を説◇

CatUr－arVa－SatVa－

saipprayukta（rn　～〕

dhanna　l　rp　deSayatU

l四聖諦に関係する法を説く

・ krtva（所作、

・ brahma－car．

’catur－arva－

｛四聖諦に関

pratyekabuddha－

vana〔独覚乗）

・pratltya－salnしltpada－

　pravrtta〔1P｝dhai－iiia（lp

deSavati）｛縁起に発勤する法

を説く）

’pratltya－sa＝

〔縁起に発勤

一
五

bodhisattva－vana

（菩薩乗｝

・ §at－paramita－pratisalpyuktalIp～1

dhalma（lp　deSayati　，｛六度に関係する法を説く）

’ ＄at－paramlt・

’

praJna－para＝

buddha－vana

（仏乗｝

・sarvajfia－jnana－paryax’asana　［1　lp　1）

dharma（ln　deSayati　．］〔一切智者の智を究克とする

　i去を1説く1

’sarva〕na－］na・

（一切智智を



（菩薩は吾等は乗を得たものとなりたいと〈願って〉

歓喜心をもって〈宝飾のみこしを〉布施として与え

それを無上の菩提へと廻向する）

（善逝が三界において最勝なるものとして

殊別される乗なりと讃歎して

仏乗を速かに得るものとなりたい

と布施を行ずる）　　　　　　　　　　　　p．8，IL　19－21

（精進に住する時那の子あり

精進・戒・忍～

禅によって智慧によって無上の菩提に発趣する）

　　　　　　　　　　　　　　p．11，〃2－21．pユ2，〃．15－22．

法
華
文
化
研
究
（
第
四
＋
五
号
｝

（三界において最勝なるものとして殊別される乗｝

（無上の菩提へ廻向するも）　　　　　　　　　　p8、120．

p．30．IL　19－22

：
’



No．4　菩薩乗と仏乗（構造分析Structural－Analysis）

法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
（
伊
藤

bodhisattva－vana

（菩薩剰

・　dadanti　danani　prahr＄ta－manasab／

parip2mayanto　iha←
　　　vavam　hi　vanasva　bhamerna　labhinah／／15／／

　traidhatuke　Srestha－vi§ista－vanarn

　　　yad　buddha－yanam　sugatehi　varqitarp／

　aharP　pi　tasyo　bhavi　k＄ipra－labhI

　　　dadanti　danani　im’idrSani／16だ

・ virye　sthitah　ke－ci　jinasya　putra

　　　viryena～§llena～k§ar〕tya～

　　　dhyanena～prajhaya　te　prasthita　agra－bodhim　　42

buddha－vana

（∬、乗）

； traidhatuke§re＄‡ha－vi§i§ta－yana　（｛、viSi＄‡a－caritra上そテ））

・ pari口amayanto　iha　agra－bodhau

agra－bodhi

（最上菩提＝無上

菩提）

　　一aprameya　buddha－jfiana＝tathagata－dharma

－
　（無量の仏智＝＝如来法）

　　－tasya（＝agra－dharmana）bhUta（rp　p麺｝artha（rp）・「／13／t・t

（最上法の真実義を遍知する） ▲

ヒ



mah6paya－kauSalya－jilana－darSana－parama－paramita

を．有．す．ゑ．知見．の最勝波羅蜜）

la－vai§aradya

畏〕

u＄a！51a－jfiana

智）

　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
：

　　　▼

samdha－bhasva｛＝bhasita｝ （随宜所説意趣）
▲

φ＄ena．pigdi＄aptl（1ザT．．　P．40．

説示する：‘

m三（p．37．122｝

trivana［－nirdeSa）

（三剰

：yad　idaln　（艮P）

leka　〔buddha－｝yana

traidhatuka　三界｝

vad　idam　（Lll］）

citτa－matra　（P筐’L・1

tra，　Rd．、　P．49．／，9｝

1－eka　maha．yana

I（一仏剰

　ロ　　　　　コ
trlvana　　　‘

prakaSayeyam　tt　118　　1p．54，

．であろう｝

prakaSayamal〕〃．15－16　’｝
する「．．．．．．．．．．．．．．．

hvatani〔τanD

心に依るl

ta－niScavam　　48　　　‘P．42，

実の確認を．説．くl

ram　t　・’ttt　129

agra－dhal’mam

dhim　　l30．．．tt｛p．55，／26

して無上の法をわれが説．く．づ

せ］）、今やこ・に、無ヒの菩

an　rnaha－vanen江］va　sattvan

衆生を般浬葉せしめる：

triyana　　　　　　　　　　　　　dvadaSa　bhavahgani

．卜．三乗〕　　　　　　　　（十二有支1

．vibhajya　p1’a－、　ka§－aya－　　pl’abhedaSo　vyakhyata

二万諏rこ～て顕説する）　　　．「元テ勇『L一ぞ演説されるl

arabva、　diS－ava－　　　　　　　　saln自Srita

｛一乗について説◇　　　（依る！

eka（bしlddha－〕vana
　

（一仏．乗）

＝ buddha－bodhi　　　　　　　　eka－citta　‘　一・L・）

（仏菩提1

＝ paranユa　pada

l第一の．立場）

P〔1r、・a　samaya（前時〕

upξiya－kauSalya　bahu－prakara　dharma　jin　，i　n

．［多種の善巧方便の勝者σ）法l

trll〕i　yanani　upa－x　dyS－aya－

1　’i：乗を説示する‘

　　　▼

PaSca　samaya〔．後日寺．1

、Vacl　bhUta－DiScavan〕

pra－y． kaS－aya　agra－b〔：，dhim

〔無．ヒの菩提を顕説する：‘

　　　　‘　　　：

　　　　：　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

vibhajya

pra－v〆kas－

aya－

〔分別して

顕説する）

　　　　▲

　　　ara｝⊃hva

［1　一乗について；

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　
1

　　　　　　　　▽

　　　　　　vad　idam

　　　　川すなわち
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

　
！

　　　　　　　　　＝即1

　　　　　　　　▼

　　　eka－v［1na

法
華
文
化
研
究
〔
第
四
ト
五
号

／N



No．5　一乗と三乗との関係（構造分析Structura｜－Analysis）

法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
｛
伊
藤

　　＼，　　．＼．

＼、＼
　　　　　＼、　　　＼＼

　　　　　　　　　　　　＼＼

　　　　　　　　△praty：　＼＼、

　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼、
△satya　　　　、　　avek§al〕a　＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＼．

talh．i　gata－jhana－ba・

（如来の智・力・無

upaya－kaニ

（善巧方便

△勝義諦の

　安．立

△順逆和合観

＝．大悲随順観

○～upaya－kauSalyena　tad　eviikam　buddha－yanalp　tri－yana－nir；

　〃．3－4）

〔paramartha－〔三乗の滅へと

satya－　　　　i向う逆観

；・y・va・・ha・・）＝厭離有為観戊

　　　　　　　　　　　（pratiloma－

　　　　　　　　　　　pratyaveksana）

　　　　　　　　　　　（絶対的知識）

　　　　　　　　　　1

　（善巧方便．を．も？．て．、彼の二．な．ゑ．｛ム乗を三乗の説示にょ○．てOekam　evahaln…yanam　arabhya　sattvanaIp　dharInalp　de§ay　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一…．．．．．．．．．．．　嘆には一乗について衆生に法を説く）

Oekaln　evedarp…yanam　yad　idarp　buddha－yanam（p，40，1．22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷

　　（乗は此の一つのみ、即ち仏乗である｝　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

△citta－matram　idam　vad　idam　traidhatしlkam（DσSαb／2z7〃2：々α一∫　　　　　　　　　　　　　　■∨・．

　　（此の三界に属するものは即ち唯心である｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　．
．△世俗諦の　　△順逆和合観　‘ ．○～yaln　nUm’aham　pi　ima　buddha－bodhim，　tri－dha　vibhajy6h

　安立

〔salpxrrti－

satya－

vvavashana　l

、

〔三乗の生へと

向う順ffi　＝　一切

相智分別観）

｛anuloma－

pratyavek§ana）
（オ目文寸日勺矢日言哉）

i　　〃．5－6｝

　　われも亦、今こ・に此の仏の菩提を三種に分別して顕説する
10・ay・m　pi　b・ddha・param・・p・t・da・P・dal垣⊇a　ca　k麺na．

　　（われも亦、第一の立場を正覚したしたときE種となして顕説

△yanimani　dvadaSa　bhavahgani　tathagatena　prabhedaSo　vyak；

　api　sarvany　eva（eka－）citta－samaSritani（Rd．，　P．49、1．10）

　（如来によって分別して説かれた此等の．卜二有．支なるものも一

し戊

△順逆和合観

⊂乗の滅へと

向う逆観

（praliloma－

pratyavek＄ana）

〔通俗的時間）

○．～so’yan／ksano　adya　katam－ci　labdho，＼adami　yenさha　ca　bhG・

　〃．12－13t）

　（今、ようやく適時が得られた、そ0）ことによって、こ・に真

○～yehl　Srしlto　dharma　jinana　aslt．　upaya－kauSalya　bahu－praka・

　tato　mama　etad　abhU＄i　tat　kSanam　samayo　mama　bh2＄itum

　yasyaham　artharn　iha　loki　jatah．　pral口Sayξin！i　ram　iha9塑二bq・

　　－p，56，1．4）

　（多種の善巧方便の諸勝者の法〈＝．＝乗〉を聞いた者たちに対

　きその時であると思念して、われはそのために今や世に出現

　提を顕説する｝

○｛21些三亘nUpaya一已Ll＄a吐C照tri口i　yanany　upadar＄a．yi！y4芭4SC・

　parinirvapayati，　（p．76．〃．19－20）

　｛初めに．善巧方便をもって三乗を説示して後に大乗をもって諸
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華
厳
十
地
に
お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
＝
乗

と
三
乗
と
の
関
係
」
の
比
較
対
照

　
か
v
の
如
く
し
て
（
妙
法
乙
。
陪
合
｝
峯
「
目
①
の
三
義
の
中
、
N
［
t
w
y
m
A
　
B
o
d
h
i
s
a
t
t
ぐ
a
“

c
a
rya
た
る
行
法
o
轟
9
讐
ご
－
巳
｝
5
「
目
①
と
し
て
の
乗
な
い
し
は
）
一
乗
と
三
乗

　
　
　
　
　
　
し
か
ん

と
の
関
係
は
如
何
を
問
題
と
し
て
、
そ
の
結
論
の
要
中
の
要
を
摘
示
す
る
と
、

左
の

如
v
な
る
，

　
一
乗
と
は
、
十
地
経
で
は
、
菩
薩
乗
中
の
前
七
地
た
る
波
羅
蜜
乗
（
冨
日
己
［
甲

yan
a）

に
不
l
で
あ
り
後
三
地
た
る
清
浄
菩
薩
乗
（
巳
箒
⊆
合
言
σ
合
｝
法
①
【
ぐ
a
“

ya
n
a
）
に
不
異
で
あ
り
、
十
力
者
の
力
と
一
切
の
仏
法
の
証
成
と
を
成
ず
る
も

の

と
し
て
菩
薩
乗
と
不
一
不
異
で
あ
り
、
菩
薩
乗
と
根
抵
に
お
い
て
連
続
性
を

も
つ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
法
華
経
で
は
、
大
乗
1
1
菩
薩
乗
⌒
と
い
う
相
対
的
な
も
の
）
に
対
し
て
唯
一

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
大
乗
（
e
k
a
　
m
a
h
a
－
y
E
’
m
a
）
　
＝
仏
e
x
　
（
b
u
d
d
h
a
－
y
a
n
a
）
　
（
と
い
う
絶
対
的
な

る
も
の
）
で
あ
っ
て
、
如
来
（
の
と
同
一
）
の
般
浬
繋
を
も
っ
て
般
浬
繋
せ
し

め

る
も
の
で
あ
り
、
大
乗
菩
薩
乗
と
直
接
的
な
連
続
性
を
も
Q
”

　
三
乗
と
は
、
十
地
経
で
は
、
一
乗
が
分
別
せ
ら
れ
た
（
買
呂
く
言
ぎ
ζ
巴
も

の

で

あ
る
か
ら
、
義
と
し
て
は
異
種
性
で
あ
る
が
、
法
性
と
し
て
は
（
世
俗
的

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
は
一
乗
に
依
り
s
a
m
a
S
r
i
t
a
勝
義
的
に
は
一
乗
に
i
i
l
　
y
a
d
　
i
d
a
m
で
あ
っ
て
）

無
差
別
性
と
し
て
［
w
w
L
J
z
z
“
U
　
（
s
a
m
a
v
a
s
a
r
a
p
a
）
す
る
，

IO

　
法
華
経
で
は
、
一
乗
に
つ
い
て
（
苛
告
ξ
①
）
分
別
し
t
s
J
s
s
m
s
t
　
（
v
i
b
h
a
j
y
a

o
日
く
π
宏
）
さ
れ
る
方
便
と
し
て
の
随
宜
所
説
（
σ
｝
5
菖
①
）
で
あ
る
か
ら
、
一

乗
に
即
（
ぺ
註
一
合
ヨ
）
で
あ
っ
て
、
一
乗
を
意
趣
（
ぱ
陪
目
穿
ロ
ー
－
き
巨
℃
日
苫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

真
意
）
と
し
て
そ
の
一
乗
へ
と
止
揚
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
．

　
し
た
が
っ
て
、
一
乗
と
三
乗
と
の
関
係
は
、
十
地
経
で
は
理
論
的
・
抽
象
的

で
あ
る
が
、
法
華
経
で
は
実
践
的
・
具
体
的
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
．
、

　

こ
れ
は
、
思
想
史
的
に
は
法
華
の
が
先
行
形
態
で
十
地
の
が
後
続
形
態
で
あ

る
こ
と
を
暗
示
す
る
．
．

　

ま
た
シ
ナ
華
厳
教
学
が
華
厳
一
乗
を
別
教
一
乗
、
法
華
一
乗
を
同
教
一
乗
と

な
し
た
と
こ
ろ
の
所
以
を
も
示
唆
す
る
．
、

　

し
か
し
、
華
厳
十
地
に
お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
（
一
乗
思
想
三

乗
説
の
二
つ
の
構
造
機
能
分
析
に
よ
る
関
係
図
式
の
）
比
較
対
照
に
よ
っ
て
、

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

総
合
的
な
体
系
と
し
て
、
両
者
の
概
念
の
内
容
が
よ
り
判
明
と
な
り
、
概
念
の

相
違
が
よ
り
明
晰
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
結
論
と
し
て
、
構
造
機
能
分
析
に
お
け
る
A
G
l
L
図
式
を
改

変
し
て
適
用
し
、
も
っ
て
華
厳
十
地
に
お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
一

乗
と
三
乗
と
の
関
係
を
比
較
対
照
し
て
、
明
示
し
よ
う
．
、

　
縦
軸
の
上
位
を
十
一
一
有
支
ε
く
註
緩
①
ひ
9
＜
芦
ぴ
q
巴
一
）
、
下
位
を
一
心
（
集
午

ci

tta）

と
な
し
、
直
面
し
て
横
軸
の
左
位
を
輪
廻
（
ひ
①
日
ω
曽
①
）
、
右
位
を
浬
薬

（
n
i
r
v
a
r
p
a
）
と
な
す
．
．

　
す
な
わ
ち
、
十
二
有
支
（
匹
く
ロ
合
留
ひ
」
日
く
芦
m
雪
こ
を
外
部
的
（
1
1
偶
有
的
）



も
し
く
は
手
段
的
（
1
1
当
分
的
）
、
1
’
（
　
（
e
k
a
－
c
i
t
t
a
）
を
内
部
的
（
1
1
本
質

的
）
も
し
く
は
目
的
的
（
目
真
実
的
）
、
輪
廻
を
外
部
的
も
し
く
は
手
段
的
、
浬

藥
を
内
部
的
も
し
く
は
目
的
的
と
比
定
す
る

　
け
だ
し
、
外
部
的
と
内
部
的
と
は
、
形
式
論
理
学
を
想
起
す
る
と
、
偶
有
的

（a
c
ci

de
n
t
a
l
）
と
本
質
的
合
臣
つ
三
巨
）
と
に
、
ま
た
法
華
（
の
）
教
（
相
）

学

を
適
用
す
る
と
、
大
小
相
対
に
、
手
段
的
と
目
的
的
と
は
、
法
華
教
学
で
は

　
　
　
こ
つ
ニ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
せ
つ

ew

　
（
＝
当
分
の
方
便
）
と
実
（
1
1
跨
節
の
真
実
）
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
換
言
で
き

る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
．

　
か

v
し
て
、
左
の
如
き
図
式
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
．

　
こ

れ
に

A
G
l
L
図
式
の
基
本
二
軸
（
1
1
外
部
的
と
内
部
的
と
い
う
軸
と
手

段
的
と
目
的
的
と
い
う
軸
）
を
適
用
す
る
’

　
す
な
わ
ち
、
Φ
父
①
－
＜
⑩
⊃
①
（
一
乗
）
は
、
工
機
能
（
日
内
部
的
で
目
的
的
な
、

す
な
わ
ち
本
質
的
で
真
実
的
な
機
能
要
件
、
I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
統
合
）
を
示
す
位
置

に
あ
る
，

　
t
r
i
－
y
b
n
a
　
（
三
乗
）
は
、
L
機
能
（
内
部
的
で
手
段
的
な
、
す
な
わ
ち
本
質

的
で
当
分
的
な
機
能
要
件
、
L
a
t
e
n
c
之
潜
在
性
）
を
示
す
位
置
、
も
し
く
は
G

機
能
（
1
1
外
部
的
で
目
的
的
な
、
す
な
わ
ち
偶
有
的
で
真
実
的
な
機
能
要
件
、

○
（
）
芦
↑
三
〔
二
】
∨
ヨ
¢
三
目
標
達
成
）
の
位
置
に
あ
る
．
－

　
ま
た
、
三
界
（
t
r
a
i
d
h
［
i
t
u
k
a
）
は
、
A
機
能
（
1
1
外
部
的
で
手
段
的
な
、
す

な
わ
ち
偶
有
的
で
当
分
的
な
機
能
要
件
、
〉
巳
壱
巨
一
（
）
コ
適
応
）
を
示
す
位
置
に

あ
り
、
唯
心
（
c
l
t
t
a
－
I
ゴ
a
t
r
a
）
は
1
機
能
を
示
す
、

　
　
　
　
　
　
法
華
経
の
＝
乗
思
恒
三
乗
説
に
対
す
る
構
生
三
機
能
分
析
⌒
伊
藤
〉

　
な
お
、
1
1
1
y
m
R
円
e
k
q
　
（
k
l
e
．
S
a
　
＝
　
a
v
i
d
y
a
－
t
g
s
p
昼
－
u
p
a
d
a
n
a
．
　
k
a
r
m
a
n
　
＝

sa
m
s
k
a
r
a
－
b
h
a
v
a
，
　
d
u
h
k
h
a
c
　
＝
v
i
j
f
）
a
n
a
－
n
a
m
a
－
r
U
p
a
－
s
a
d
a
y
a
t
a
n
a
－
s
p
a
r
S
a
－

v
e
d
a
n
a
－
j
a
t
i
－
j
a
r
a
－
i
n
a
r
a
i
）
a
）
図
を
挿
入
し
た
、

　

こ
れ
は
十
地
中
、
第
六
現
前
地
の
縁
起
観
中
、
第
五
の
コ
一
一
道
の
随
転
（
旦
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
し

v
E
u
’
t
m
i
m
u
v
a
l
－
t
；
l
n
a
）
＿
］
に
よ
る
、

　
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
を
転
ず
る
に
、
三
徳
円
環
図
を
も
っ
て
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ォ
　

こ
れ
は
法
華
教
学
の
精
要
で
も
あ
る
．

　
残
る
問
題
は
何
か
’
実
践
哲
学
と
し
て
の
視
点
か
ら
の
設
問
に
外
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
仏
教
思
想
の
目
的
合
理
性
（
1
1
皆
倶
成
仏
道
1
1
悉
皆
成
仏
¢
ぼ
く
書
・

hi
s
a
i
p
b
u
d
d
h
a
・
浄
仏
国
－
H
　
b
u
d
d
h
a
－
k
＄
e
t
r
a
－
v
y
u
h
a
）
に
と
っ
て
、
三
乗
各
説

の
構
造

は
各
機
能
に
お
い
て
万
全
か
不
全
か
、
三
乗
を
含
意
し
て
止
揚
し
よ
う

と
す
る
一
乗
思
想
は
、
果
た
し
て
そ
の
構
造
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
は
万
全
か

不
全
か
、
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
仏
教
古
典
学
と
し
て
実
践
哲
学
（
買
畏
二
ひ
合
。
勺
巨
○
ω
o
U
巨
こ
上

の
高
等
批
評
学
の
分
野
と
な
る
で
あ
ろ
う
．
、

※

　
な
お
、
翻
訳
用
語
に
標
準
漢
訳
語
を
多
用
す
べ
し
と
す
る
小
生
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

法
に
対
し
て
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
の
村
⊥
真
完
博
士
よ
り
、
現
代
用
語

を
よ
し
と
す
る
熱
意
あ
る
詰
問
あ
り
．
、
本
論
文
の
目
的
に
直
接
関
係
し
な

い
の

で
、
あ
え
て
反
証
し
な
い
、

　

し
か
し
、
回
避
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
に
し
て
興
味
深
い
一
考
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



手段的　権（upaya）
arlalVse

Vielheit

VVerden

　　　　Verstand

dvadaSa　bhavahgani DBS

　　　　　　　　　　　　Latency（潜在性）

　　　　　　　　　Lf（内部的で手段的な機能要件）

Samvrti（＝vyavahara）－Satyaにvyavastlユana｝

　∫P∫　　　idarp－pratyayata＝praritya－samurpada

lsarva『yana

prarivibhakta
A
’
r
　
－
‘

一フs…1

tnyana
A
．

vibhajya

pariVkaS－

aya－
　　　▲

SamaVaSarana
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　　ウ

vad　idaln＝eva

’
－
”
　
m
〉

；　　　　　　内部的　本
arabhya－一一＞1－一一nirVar〕a　（＝sarvajiajf］ana）

△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔＝prajiha）

　　▼

vad　idam

▼

逆観〔pratiloma－pratyaveksana

＝厭離有為観）＝還滅llnirvrtti）門

Pra」na一

ekac　－vana eka－vana

▼ ＼

　　　　　　　citta－matra

paramartha－Satya　（　－vvaLrasthana　1｝

　　　　parini§panna－svabhava

　　　　　ザ
　　　　　　　．／

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　

dharIna－kava

　　　　ト

　　　　　　＼＼

＼tt

　　＼

　　ヤ

　vilnukti

　　　／

ノ

法
華
文
化
研
究
〔
第
四
卜
五
乃

（eka－）citta

　X’ernunft

Sein

　Einheit

　ir〕tしlitiOII

目的的　実（tattva）

1－f（内部的で目的々な機能要件）

　　lntegration（統合）

に導かれ〔Inano－pubbahgaエna　dhamma．　Die　Dinge　haben　den　gaist　zuIII　RlhreP、心に統

りして、苦の彼に随ふこと、．車輪の、之を挽けるものの跡に随ふ〕が如し　第二偶〔逆

よりして、楽の彼に随ふこと、猶影の1形を1離れざるが如し　（正蔵：V（〕は，p62a）

VyakhyAtini　‘tany　l　api　Sarva1〕y　eVa　・eka－ICitta－Samag1’itani．

であるところのもの、それらすべてもまた一心に依るものである：

duhkha＝vilnana－nalna－r〔1pa－sadayatana－sparSa－vedana－jati－jara－maralユa，図をt・gi入した

vartana　L　による

る．兄弟抄に云く、心の師とは成るとも、心を師とせざれとは云々



比較経典学における言語分析手法による構造機能分析（Structural－Functional－Analysis）

の図式（＝パーソンズのAG工L図式）化の事例

法
華
経
の
一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
｛
伊
藤
｝

仏教思想構造機能体系分析適用図式

（duhkhah　sarva－

sarnskarah）

dharrna－kaya

（■・

メさノ

dubkha　／／一＼こへ
．f”－Xン　　　　　へ

1：苦　｝
＼、　　　　　　　　1

∨　　　ぺ

、脱ノ
”・＿＿Y

vin〕ukti

　　Adaptation（適応）

A－f（外部的で手段的なる機能要件）

parikalpita－svabhava

巨＼

traidhatuka

trl－VartmanUVartana

　　　kleSa

ξ　＼＼

duhkha　　karman

Yノ／

samsara
（＝avidva＞

（＝sammoha）

外部的　　

順観

（anuloma－pratyavek§a口a

＝一切相智分別観）

二 流転（pravgtti）門

paratantra－svabhava

（citta－bandha－

virnoksata）

（avidya）

pra」na
V｜jnana

G－f（外部的で目的々な機能要件）

　　Goal－attainment（目的達成）

・法句経Dノ？a〃2〃ia－Pac！a第一偏（順観・流転門1に云く、諸法は心（二意1

べられ、心に作らる、（人〕若し汚れたる心を以て、言ひ且つ行はば、其よ

観・還滅門）に云く、……け∪若し浄き心を以て、言ひ目．つ行はば、其

・ （paramartha－satya）citta－matram　idaip　yad　idarn　traidhatukaln．

　　　　　　　　　　　　　（こ0）三界に属するものは、すなわち唯心である｝

・ （sarpvrti－satya）yanimani　dvadaga　bhavahgani　tath2gatena　prabhedaSo

　　　　　　　　　　（また如来によって分別して演説されたこれら十二有支
　　　　　ヘ　　　へ

なお三道円環ckleSa＝avidya－tr§na－upadana，　karman；saIpskara－bhava，

これは十地中、第六現前地の縁起観中、第五の「三道の随転（tri－vartmanu・

＊止観五に云く、心と縁と合すれば、則ち三種世間三千の性相皆心より起



法
華
文
化
研
究
（
第
四
ト
五
号
｝

j四

る
基
本
問
題
で
あ
る
、

　
よ
っ
て
、
他
日
、
別
論
を
も
っ
て
、

私
見
を
明
示
す
る
予
定
で
あ
る

注へ
ー
）
拙
著
『
仏
教
の
思
想
と
現
代
（
初
版
本
｝
』
（
平
成
二
年
、
隆
文
館
）
二
五
二
百
三

（
2
）
同
一
五
八
頁

（
3
）
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
（
平
成
十
六
年
、
平
楽
寺
書
店
）
i
ー
．
旦
貝

（
4
）
拙
著
『
増
補
　
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
＝
（
平
成
二
卜
五
年
、
国
書
刊
行
会
）
五

　
　
九
五
頁
ー
六
二
頁
，

（
5
）
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
」
六
一
九
ー
六
四
二
頁
、

（

6
）
拙
著
『
宗
教
地
政
学
入
門
』
（
平
成
八
年
、
華
林
山
文
庫
）
二
三
ー
二
四
頁

　
　
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
構
造
機
能
分
析
に
つ
い
て
は
、
濱
島
朗
等
編
「
社
会
学
小
辞
典
』
（
昭
和

　
五

十
六
年
第
九
刷
、
有
斐
閤
）
二
二
、
［
〇
五
、
＝
二
七
頁
の
記
載
が
明
解
で
あ
る
。
．

　
　

そ
れ
を
私
見
に
よ
り
要
約
す
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
、

　
f
〕
そ
の
基
本
的
な
理
論
は
、
行
為
の
g
g
－
s
i
J
　
S
　
c
a
e
t
i
o
n
　
f
r
a
n
i
（
・
　
o
f
　
r
e
f
e
r
e
n
（
：
e
’
　
i
i
標
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
状

況
・
規
範
・
動
機
づ
け
の
四
要
素
な
ど
に
よ
る
〉
に
基
づ
く
、
社
会
に
関
す
る
機
能

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
的
要
件
（
「
⊆
琴
二
（
）
n
a
l
1
，
（
i
c
l
u
i
g
．
i
t
（
’
）
の
論
理
を
中
核
と
し
た
シ
ス
テ
ム
分
析
（
蔓
梁
つ
己
㏄

　
　
a
n
a
l
y
s
i
s
）
に
あ
る
’

　
〔
Z
　
シ
ス
テ
ム
分
析
と
は
、
特
定
の
単
位
や
実
体
を
他
の
そ
れ
ら
か
ら
分
離
し
て
、
そ
れ

　
　
自
体
の
性
質
や
特
徴
を
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
の
関
係

　
　
や
組
織
の
状
態
を
分
析
し
て
シ
ス
テ
ム
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
．
．

　
一
さ
　
シ
ス
テ
ム
と
は
、
各
構
成
要
素
が
＝
疋
の
筋
道
立
っ
た
相
互
連
関
関
係
を
も
ち
つ
つ

　
　
共

通
の
全
体
目
的
（
1
1
理
念
的
意
趣
）
に
貢
献
し
て
い
る
場
合
を
い
う
　
現
実
の
あ
る

　
　
側
面
を
あ
る
観
点
か
ら
抽
象
化
し
た
モ
デ
ル
で
も
あ
り
う
る
．
、

　
　
　
構
成
要
素
の
特
性
を
示
す
不
可
変
数
群
と
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
関
係
を
も
っ
て
シ
ス

　
　
テ
ム

と
定
義
さ
れ
う
る
．
一

∴
　
構
造
機
能
分
析
の
中
核
的
な
理
論
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
目
標
志
向
的
な
体
系
（
シ

　

ス
テ

ム
）
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
．

5
・
機
能
的
要
件
の
分
類
と
し
て
代
表
的
な
機
能
要
件
図
式
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
（
山
．
巴
∩
（
）
巳

　
l
’
a
r
s
o
n
s
　
1
9
0
2
‘
l
9
．
　
7
9
）
　
S
定
式
化
し
－
k
’
　
A
G
I
I
．
－
t
　
c
l
i
e
i
n
a
が
あ
る
　
社
会
シ
ス
テ
ム
か

　

ら
行
為
シ
ス
テ
ム
一
般
に
、
か
つ
経
験
的
研
究
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る

ざ
　
A
G
I
L
図
式
は
、
外
部
的
と
内
部
的
と
の
問
題
と
手
段
的
と
目
的
的
と
の
問
題
と

　

い

う
二
軸
に
よ
っ
て
四
体
系
に
区
別
す
る
、

　
　

す
な
わ
ち
、
A
機
能
⌒
‖
外
部
的
で
手
段
的
な
機
能
要
件
、
〉
江
e
〔
已
一
〔
三
適
応
）
・
G

　

機
能
〔
1
1
外
部
的
で
目
的
的
な
機
能
要
件
、
○
○
芦
巴
｛
已
巨
ξ
コ
（
目
標
達
成
）
・
1
機
能

　
（
＝
内
部
的
で
目
的
的
な
機
能
要
件
、
」
三
完
日
声
一
§
統
合
）
、
L
機
能
（
目
内
部
的
で
手

　

段
的
な
機
能
要
件
、
一
、
a
t
t
c
］
r
T
l
－
m
t
l
i
l
！
t
e
l
］
2
m
c
e
パ
タ
ー
ン
維
持
、
ま
た
は
H
」
ど
¢
へ
ぎ
ぺ
潜

　

在
性
）
が
そ
れ
で
あ
る
．

□
　
構
造
機
能
分
析
は
、
果
た
し
て
仏
教
古
典
学
に
お
け
る
原
典
解
釈
（
日
原
典
解
明
）

　

学

に
適
用
可
能
で
あ
ろ
う
か

　
　

こ
れ
を
法
華
教
学
に
対
比
す
る
と
、
外
部
的
は
垂
　
に
内
部
的
は
本
地
に
、
手
段
的

　

は

権
方
便

に
目
的
的
は
真
実
に
’
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
，

（
7
）
拙
著
　
．
増
補
　
華
厳
笠
［
薩
道
の
基
礎
的
研
究
＝
九
七
、
六
九
七
、
七
〇
八
、
八
二
二
、

　

八
．
二
七
、
八
四
一
ー
八
四
．
二
｝
貝
等

（
8
）
拙
著
　
．
増
補
　
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
＝
六
七
八
－
六
八
〇
、
七
六
六
…
七
七

　

［頁
等
．
．

（
9
｝
山
口
；
v
e
　
1
1
’
般
若
思
想
史
」
五
七
ー
A
（
　
1
　
t
m
；
”

（
1
0
）
拙
著
｝
．
仏
教
の
思
想
と
現
代
゜
＝
一
二
こ
．
一
二
三
頁
，

（
H
）
同
l
二
五
－
－
＝
二
三
頁
．

⌒
1
2
）
　
C
）
t
t
o
　
S
l
r
a
u
l
｝
　
：
　
I
n
t
／
i
s
c
h
e
　
i
’
j
・
？
i
l
e
s
e
l
｝
h
i
e
，
　
M
U
n
c
h
e
n
，
　
L
t
r
n
s
l
　
R
e
i
n
h
a
r
d
l
，
　
1
9
2
5
，

　

し
．
2
5
4
．
2
5
6
°
湯
田
曲
豆
訳
＝
．
イ
ン
ド
哲
学
』
三
三
七
T
三
四
七
頁
．

（
1
3
）
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
五
七
ー
九
六
頁
、
1
－
－
二
一
＝
貝
．

（
1
4
）
拙
著
「
法
華
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Summary

AStructual－Functional－Analysis　of　Eka－y且na　and

Tri－y5na　theories　in　the　Saddharmapundarikasatra

Zuiei　ITOH

This　paper　is　to　atternpt　an　analysis　and　study　of　the　contents　of　the　Jfa　hd、，a〃a－∫zZ〃α．　In

other　words．　analyzing　the　structure，　the　function　and　the　way　of　thinking，　as　clearly　as

possible、　is　the　aim　of　this　paper．

　　Also　the　comparative　study　of　efea一ユ，∂〃α　and　tri－－vd〃a　theories　in　the　Sacidha〃11・（1・

ヵ2ζ元ノ4αγ漉α一sl’ttrrt　and　the　L）as’abh2？〃iilea－sl？trrt，　that　I　have　already　studied，　and　pointed　out

the　similarities　and　the　differences　between　them．　However、　the　studv　lacked　the

consideration　of　a　Sロ’uctural－Functional　AIユa工vsis．

　　Hence，　I　sho、v　diagrams　about　the　structural　relationship（＝Structura1－Functional－

Analysis）of　the　concepts　of　contents　on　two　sutras　in　order　to　clarifv　the　difference　of

theirρん4－v∂〃（i　and　tri．　x’（7〃a　theories．

　　In　conclusion，　the　present　study　has　suggested　that　the　relationship　of　theρたo－1・c7〃｛i

and　the　tl’i・ぷ∂〃（l　r｝〕eories　are　theoretical　and　absτractive　in　rhe　DαSab／11？〃iiA］a．∫z7rγ〃、

however、　is　practical　and　concrete　in　the　Sθ〈∫〈〃7（lr））？aPio．i4arti？a－sl？tra．　Moreover、　iτimplys

rhat　the　S〃♂ぴんr1〃刀aPio．i4firfkct－∫27畑indicates　the　precede　form　and　the　DαMbl2z7刀riたα一

sl？tr（l　indicates　the　succeeding　form　fr（）m　the　point　of　view　on　the　history（）f　thought．
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